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日本最大の高速バス会社の
� 安全な輸送を確立するために！

こ
の
ま
ま
で
は
、バ
ス
が
運
行
で
き
な
く
な
る
危
機
的
事
態
！

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東 

東
京
支
店
は「
日
本
最
大
の
高
速
バ
ス
拠
点
職
場
」

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
は
、
東
京
を

拠
点
に
関
東
・
東
北
・
中
部
・
北
陸
・
近
畿
・
四
国
の
各
方
面
に
近
距

離
か
ら
長
距
離
（
夜
行
）
高
速
バ
ス
事
業
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
路

線
距
離
は
６
１
０
０
キ
ロ
を
超
え
、
長
距
離
夜
行
高
速
バ
ス
業
界
で
は

日
本
最
大
の
会
社
で
す
。
さ
ら
に
、
共
同
運
行
し
て
い
る
バ
ス
事
業
者

も
43
社
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
も
日
本
で
は
最
多
で
す
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
、
東
京
都
江
東
区
塩
浜
に
あ
る
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東

東
京
支
店
は
約
１
５
０
台
の
車
両
を
保
有
し
、
運
転
士
・
整
備
士
・
関

連
会
社
の
方
も
合
わ
せ
て
約
１
４
０
名
の
皆
さ
ん
が
安
全
な
高
速
バ
ス

輸
送
の
確
保
に
向
け
て
、
日
夜
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
京
支
店
は
地

方
と
の
都
市
間
輸
送
の
重
要

な
基
地
で
あ
り
、
多
く
の
仮

眠
施
設
や
給
油
所
を
備
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
富
士
急
行
、

関
東
鉄
道
、
静
岡
鉄
道
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
東
北
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
東

海
、
西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
、
中

国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
四
国
バ

ス
な
ど
、
共
同
運
行
し
て
い

る
他
会
社
の
バ
ス
も
合
わ
せ

て
、
１
日
で
毎
日
出
庫
・
入

庫
す
る
バ
ス
が
約
１
０
０
０

台
に
も
上
り
ま
す
。
ま
さ
に
、

日
本
最
大
の
高
速
バ
ス
拠
点

職
場
で
あ
り
、
バ
ス
輸
送
に

欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
重

要
な
職
場
で
す
。

会
社
は
大
地
震
に
備
え
た
対
策
を
直
ち
に
実
施
す
る
べ
き
だ
！

　

現
在
、
日
本
最
大
の
高
速
バ
ス
拠
点
職
場
で
あ
る
東
京
支
店
は
深
刻

な
状
態
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
昼
夜
高
速
バ
ス
が
全
国
へ
出
発

し
て
い
く
中
で
、
唯
一
の
経
路
で
あ
る
橋
を
渡
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で

は
、
東
京
支
店
に
つ
な
が
る
道
路
は
液
状
化
が
は
じ
ま
り
、
通
行
が
で

き
な
く
大
混
乱
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
橋
は
持
ち
堪
え
て
く
れ
ま
し
た

が
、
今
後
30
年
間
に
70
％
の
確
率
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
首

都
直
下
地
震
の
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
中
で
「
災
害
は
想
定
を
超
え

て
発
生
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
間
の
災
害
か
ら
学
ん
だ
教
訓
で

す
。
つ
ま
り
、
想
定
を
超
え
た
巨
大
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
橋
が
崩
落

す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
、
そ
の
場
合
東
京
支
店
か
ら
バ
ス
は
出
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑴　

唯
一
の
避
難
経
路
で
あ
る
「
橋
」
が
危
な
い
！

JRバス関東のネットワーク
盛岡

いわき
高萩
水戸佐野

草津小諸
河口湖
箱根

鹿島神宮東京
　新宿
東京
　新宿 成田空港

館山静岡

岐阜
名古屋

奈良
大阪
京都

三宮

福井

金沢
富山

和歌山高松
徳島松山

高知

福島
郡山会津若松

塩原温泉

こ
の
ま
ま
で
は
、バ
ス
が
運
行
で
き
な
く
な
る
危
機
的
事
態
！



号外　　　　　（第3種郵便物認可） Ｊ Ｒ 東 労 組 東 京 	 201７年5月2日　　（２）

　

唯
一
の
経
路
の
重

要
な
役
割
を
果
た
す

橋
が
建
設
さ
れ
た
の

は
昭
和
48
年
で
あ
り
、

今
年
で
築
44
年
で
す
。

耐
え
ら
れ
る
設
計
荷

重
は
Ｔ
―
14
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
実
際

に
は
、
表
記
さ
れ
た

設
計
荷
重
よ
り
１
～

２
割
増
の
荷
重
に
は

耐
え
ら
れ
る
よ
う
で

す
が
、
現
在
こ
の
橋

を
走
行
す
る
ダ
ブ
ル

デ
ッ
カ
ー
（
２
階
建

て
）
の
バ
ス
は
19
ト

ン
、
ハ
イ
デ
ッ
カ
ー

の
バ
ス
は
15
ト
ン
の

重
量
を
持
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
橋
の
上
で
19
ト
ン
の
重

量
の
バ
ス
同
士
が
す
れ
違
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
バ
ス
の
重
量
に
対
し

て
の
橋
自
体
の
設
計
荷
重
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
は
２

０
１
４
年
２
月
の
団
体
交
渉
で
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
ま
す
。

　

橋
を
管
轄
し
て
い
る
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
千
葉
支
社
の
設

備
部
工
事
課
へ
出
向
い
て
調
査
依
頼
を
行
っ
て
き
た
。
土

木
構
造
物
と
同
様
に
２
年
に
１
度
の
検
査
を
実
施
し
て
い

る
。
検
査
結
果
と
し
て
は
、
舗
装
路
に
一
部
陥
没
等
が
見

ら
れ
る
が
、
現
状
で
バ
ス
の
走
行
に
は
問
題
な
い
。

　

こ
の
回
答
に
対
し
て
、
職
場
の
組
合
員
か
ら
は
「
本
当
に

大
丈
夫
な
の
か
」
と
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
橋
は
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
会
社
が
管
理
し
て
い
る
も
の
で

な
く
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
体
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
橋
の
補
修
は
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
で
は
な
く
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

本
体
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
は

「
震
災
等
の
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
し
て
鉄

道
橋
の
耐
震
補
強
を
最
優
先
に
し
て
い
る
。
東
京
支
店
の
橋

に
関
し
て
は
特
段
の
異
常
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
耐
震

補
強
の
候
補
に
は
入
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
で
は
、
最
新
鋭
の
工
法
を
駆
使
し
て
建
設
さ
れ

た
新
幹
線
橋
脚
の
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
剥
が
れ
落
ち
ま

し
た
。
現
在
、
車
両
を
通
し
な
が
ら
で
も
橋
脚
を
補
強
す
る

工
法
も
あ
り
、
中
越
地
震
後
に
は
新
幹
線
を
運
行
し
な
が
ら

橋
脚
補
強
を
行
い
ま
し
た
。
職
場
で
は
「
新
幹
線
橋
脚
に
多

額
の
予
算
を
注
ぎ
込
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
バ
ス
会
社
の
橋
も

同
様
に
目
に
見
え
る
形
で
強
化
し
て
も
ら
い
た
い
」「
橋
が

崩
落
し
た
ら
親
会
社
と
し
て
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
ど
う
責

任
を
取
る
の
か
」
と
不
満
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
以
降
、
バ
ス
関
東
本
部
の
交
渉
の
結
果
、
通
路
の

補
修
工
事
は
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
橋
の
抜
本
的
な
対
策
は
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
極
め
て
危
険

で
す
。

⑵　

避
難
経
路
が
な
い
東
京
支
店

　

ま
た
、
唯
一
の
避
難
経
路
の
「
橋
」
の
危
険
性
が

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
避
難
経
路
の
確
保

が
必
要
で
す
。
入
口
と
出

口
（
避
難
出
口
）
の
確
保

は
、
防
災
の
視
点
か
ら
照

ら
し
て
み
て
も
絶
対
に
必

要
で
す
。
し
か
し
、
東
京

支
店
か
ら
の
避
難
経
路
は

現
在
の
と
こ
ろ
確
保
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

バ
ス
東
京
分
会
の
仲

間
は
避
難
経
路
の
確
保
に
向
け
て
、
東
京
支
店
に
隣
接
さ

れ
て
い
る
資
材
セ
ン
タ
ー
を
通
り
、
そ
の
先
の
住
宅
地
か

ら
施
設
外
へ
抜
け
る
避
難
経
路
を
確
保
で
き
な
い
か
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

資
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
住
宅
地
へ
と
抜
け
る
経
路
は
資
材
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
お

り
、
通
行
は
困
難
で

す
。
仮
に
通
行
で
き

た
と
し
て
も
、
実
証

検
証
で
住
宅
地
を
全

長
12
メ
ー
ト
ル
の
バ

ス
が
右
左
折
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。ま
た
、資

材
セ
ン
タ
ー
か
ら
住

宅
地
に
抜
け
る
柵
に

は
扉
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
鍵
が
掛

か
っ
て
お
り
通
り
抜

け
が
で
き
ま
せ
ん
。

災
害
時
に
こ
の
場
所

を
通
り
抜
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
危
険
な
橋
を
渡
ら
ず
に
迅
速
に

避
難
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

⑶　

直
ち
に
避
難
経
路
の
確
保
と
、 

正
規
ル
ー
ト
の
「
橋
」
の
強
化
が
必
要
だ
！

　

よ
っ
て
、
現
在
資
材
置
き
場
に
な
っ
て
い
る
場
所
を
通
行

で
き
る
よ
う
に
し
て
、
緊
急
時
の
社
員
の
避
難
経
路
を
確
保

す
る
べ
き
で
す
。
東
京
支
店
入
口
に
河
川
が
あ
る
以
上
、
橋

を
強
化
し
て
も
崩
落
の
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
災
害
時
に
避
難
で
き
る
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
べ
き

な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
資
材
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
敷
地
外

に
抜
け
ら
れ
る
避
難
経
路
の
確
保
と
、
敷
地
外
に
出
る
鍵
の

共
有
化
が
必
要
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
橋
の
架
け
替
え
と
橋
の
強
化
は
絶

対
に
必
要
で
す
。
設
計
荷
重
を
増
や
し
、
よ
り
頑
丈
な
橋
に

す
る
こ
と
で
避
難
経
路
の
確
保
は
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
災

害
時
の
代
替
輸
送
を
担
う
バ
ス
輸
送
の
確
保
が
可
能
と
な
る

わ
け
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
２
０
１
３
年
９
月
に
開
催
し
た
「
東

京
地
本
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
バ
ス
東
京
分
会
が
「
緊
急

時
に
お
け
る
避
難
経
路
の
確
保
に
向
け
て
」
の
テ
ー
マ
で
防

災
・
減
災
の
視
点
か
ら
検
証
し
、
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
体
は
「
調
査
は
し
た
が
、
基
準
に
は

満
た
し
て
い
る
。
複
数
台
乗
っ
て
も
問
題
は
な
く
、
専
門
家

か
ら
も
バ
ス
の
運
行
に
支
障
は
な
い
と
い
う
答
え
を
も
ら
っ

て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
危
険
性
と
問
題

性
の
あ
る
橋
は
放
置
さ
れ
、
避
難
経
路
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
実
で
す
。

⑷　

東
日
本
大
震
災
で
発
揮
し
た
高
速
バ
ス
の
底
力

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
て
、
東
北
地
方
と
首
都
圏

を
つ
な
ぐ
高
速
バ
ス
は
、
東
北
自
動
車
道
の
閉
鎖
に
伴
い
運

休
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
さ
ら
に
東
北
新
幹
線
も
寸
断
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
の
中
、
国
土
交
通
省
は

東
北
自
動
車
道
を
点
検
し
た
上
で
、
３
月
14
日
に
関
東
一
円

の
バ
ス
事
業
者
に
、
高
速
バ
ス
を
警
察
や
自
衛
隊
と
同
じ
緊

急
車
両
に
指
定
す
る
通
達
を
出
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東

は
仙
台
ま
で
運
行
で
き
る
免
許
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
特
例
と
し
て
通
行
許
可
証
を
取
得
で
き
る
特
別
措
置
に

よ
っ
て
、
首
都
圏
か
ら
仙
台
ま
で
の
緊
急
輸
送
を
実
現
で
き

通り抜けができない

東京支店
橋

橋
東 京 支 店

橋の上でバスがすれ違うことは当たり前の光景

命の橋

東日本大震災で、大規模な液状化の被害に遭う地
割
れ
と
陥
没
が
発
生
し
た
が
、
埋
め
合
わ

せ
た
だ
け
で
抜
本
的
な
工
事
は
行
わ
れ
ず

橋
側

設計荷重はＴ－14



（３）	 201７年5月2日 Ｊ Ｒ 東 労 組 東 京 （平成２年９月28日第３種郵便物認可）月１回（１日）発行　　号外

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
災
害
時
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る「
バ
ス
輸
送
」を
証
明
で
き
ま
し
た
。

⑸　

災
害
に
備
え
る
こ
と
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任

　

災
害
は
誰
も
が
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
だ
か
ら
こ

そ
、
災
害
を
想
定
し
た
備
え
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
首

都
直
下
地
震
発
生
後
に
は
、
都
内
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者
は

約
５
１
７
万
人
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
首
都
圏
で
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が

発
生
し
大
混
乱
し
ま
し
た
が
、
帰
宅
困
難
者
自
身
の
危
険
回

避
と
、
救
助
・
救
急
活
動
、
緊
急
輸
送
活
動
等
、
災
害
発
生

後
に
迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性

が
あ
り
ま
す
。
東
京
都
は
、
国
・
首
都
圏
の
自
治
体
・
鉄
道

事
業
者
・
通
信
事
業
者
・
経
済
団
体
な
ど
か
ら
な
る
「
首
都

直
下
地
震
帰
宅
困
難
者
等
対
策
協
議
会
」
を
２
０
１
１
年
９

月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
の
基
本
原
則
に
基
づ
き
、
２
０
１
２
年
３
月
に
「
東
京

都
帰
宅
困
難
者
対
策
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

従
業
者
の
一
斉
帰
宅
抑
制

　

第
七
条　

事
業
者
は
、
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
お
い

て
、
管
理
す
る
事
業
所
そ
の
他
の
施
設
及
び
設
備
の
安
全

性
並
び
に
周
辺
の
状
況
を
確
認
の
上
、
従
業
者
に
対
す
る

当
該
施
設
内
で
の
待
機
の
指
示
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
従
業
者
が
一
斉
に
帰
宅
す
る
こ
と

の
抑
制
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

2　

事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
従
業
者
の
施
設
内

で
の
待
機
を
維
持
す
る
た
め
に
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
従
業
者
の
三
日
分
の
飲
料
水
、
食
糧
そ
の

他
災
害
時
に
お
け
る
必
要
な
物
資
を
備
蓄
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
東
京
都
帰
宅
困
難
者
対
策
条
例
」
で
は
、
企
業
の
従
業

員
の
施
設
内
待
機
を
前
提
に
、
必
要
な
３
日
分
の
備
蓄
（
飲

料
水
、
食
料
等
）
に
努
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
首
都
直
下
地
震
帰
宅
困
難
者
等
対
策
協
議
会
」

の
最
終
報
告
で
は
、
地
震
発
生
後
の
混
乱
と
、
救
命
・
救
助

活
動
が
落
ち
着
く
と
考
え
ら
れ
る
発
災
後
、
概
ね
４
日
目
以

降
を
目
途
に
順
次
帰
宅
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
帰
宅
困
難
者
等
の
帰
宅
に
あ
た
っ
て
は
、
自
宅
ま
で

徒
歩
帰
宅
可
能
な
方
は
徒
歩
帰
宅
を
促
す
こ
と
を
原
則
と
し
、

自
力
で
の
徒
歩
帰
宅
が
困
難
な
方
は
、
代
替
搬
送
手
段
に
よ

る
帰
宅
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
鉄
道
施
設
は
、
震
度
６
弱
以
上
の
地
域
を
中
心
に
復

旧
の
目
途
が
立
た
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
や
船
舶
等
が
徒
歩
帰
宅
困
難
者
等
の
搬
送
の
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
す
。「
首
都
直
下
地
震
帰
宅
困
難
者
等
対

策
協
議
会
」
が
作
成
し
た
搬
送
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

と
、
帰
宅
困
難
者
は
徒
歩
等
で
出
発
地
点
と
な
る
搬
送
拠
点

ま
で
移
動
し
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
（
船
舶
）
に
乗
車
（
乗
船
）

し
、
到
着
地
点
と
な
る
搬
送
拠
点
か
ら
自
宅
ま
で
は
徒
歩
で

帰
宅
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
１
都
３
県
の

乗
合
バ
ス
・
貸
切
バ
ス
及
び
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
通
常

の
運
行
（
営
業
）
を
取
り
や
め
、
全
て
の
帰
宅
困
難
者
の
搬

送
に
利
用
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で

言
え
ば
、
災
害

時
に
お
け
る
バ

ス
の
果
た
す
役

割
は
重
要
性
を

増
し
ま
す
。
し

か
し
、
バ
ス
輸

送
の
最
大
拠
点

で
あ
る
東
京
支

店
か
ら
バ
ス
が

出
れ
な
く
な
れ

ば
、
一
時
の
問

題
で
は
済
み
ま

せ
ん
。
北
海
道

・
九
州
を
除
く
、

日
本
全
国
の
Ｊ

Ｒ
バ
ス
各
社
及

び
近
距
離
都
市

間
輸
送
を
担
う

共
同
運
行
会
社

の
高
速
バ
ス
輸

送
が
全
て
停
止

し
、
社
会
に
与

え
る
影
響
は
甚

大
で
計
り
し
れ

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
備
え
る
べ
き
こ
と
に
備
え
ず
、
放
置
し

続
け
た
『
社
会
的
責
任
』
と
『
リ
ス
ク
管
理
』
は
厳
し
く
問

わ
れ
ま
す
。

　

今
、
想
定
さ
れ
て
い
る
災
害
に
対
す
る
会
社
の
姿
勢
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
刻
の
猶
予
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め

て
社
員
の
生
命
の
確
保
を
最
優
先
に
考
え
た
対
策
を
講
じ
る

べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
帰
宅
困
難
者
等
の
輸
送
や
鉄
道
代
替

輸
送
手
段
と
し
て
の
公
共
交
通
機
関
の
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
踏
ま
え
、
早
急
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
訴
え
ま

す
。

バ
ス
の
安
全
性
と
労
働
条
件
の
改
善

　

２
０
１
２
年

４
月
に
関
越
自

動
車
道
ツ
ア
ー

バ
ス
事
故
が
発

生
し
、
乗
客
７

名
が
亡
く
な
り
、

39
名
が
重
軽
傷

を
負
い
ま
し
た
。

こ
の
事
故
の
背

景
に
は
、
２
０

０
０
年
か
ら
始

ま
っ
た
規
制
緩

和
に
よ
り
、
格

安
ツ
ア
ー
バ
ス

の
参
入
で
競
争

が
激
化
し
、
そ

の
た
め
乗
務
員

も
劣
悪
な
連
続

乗
務
の
労
働
を

強
い
ら
れ
、
安

全
が
軽
視
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
態
の

改
善
に
向
け
て
、

バ
ス
関
東
本
部
の
仲
間
は
粘
り
強
く
国
に
働
き
か
け
、
２
０

１
３
年
８
月
に
ツ
ア
ー
バ
ス
は
禁
止
さ
れ
『
新
高
速
バ
ス
制

度
』
が
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
の
バ
ス
事
業
者

の
乗
務
員
が
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
と
同
様
に
「
深
夜
の
ワ
ン
マ
ン

走
行
は
、
こ
れ
ま
で
の
６
７
０
キ
ロ
か
ら
原
則
４
０
０
キ

ロ
」
と
な
り
、
乗
務
員
の
労
働
条
件
の
改
善
は
図
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
ス
業
界
全
体
を
見
る
と
、
劣
悪
の
労

働
条
件
が
故
に
「
乗
務
員
の
人
材
確
保
」
は
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
中
、
２
０
１
６
年
１
月
に
は
軽

井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
転
落
事
故
が
発
生
し
、
15
名
が
亡
く
な
り
、

生
存
者
も
全
員
が
負
傷
す
る
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。
２
０

１
３
年
に
国
も
制
度
を
見
直
し
て
規
制
を
強
化
し
て
き
ま
し

た
が
、
バ
ス
業
界
全
体
に
徹
底
し
き
れ
な
い
問
題
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
故
の
背
景
も
同
様
に
、
外
国
人
観

光
客
の
急
増
な
ど
で
バ
ス
の
需
要
が
高
ま
り
、
乗
務
員
不
足

と
労
働
環
境
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

繰
り
返
さ
れ
る
事
故
の
度
に
、
バ
ス
業
界
全
体
の
乗
務
員

不
足
や
労
働
環
境
・
労
働
条
件
は
一
定
程
度
は
改
善
さ
れ
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
の
乗
務
員
の
労
働
基
準
法
で
あ

る
『
自
動
車
運
転
者
の
改
善
基
準
告
示
』
で
は
、
以
前
な
ら

ば
「
13
日
連
続
勤
務
が
可
能
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
Ｊ
Ｒ
バ

ス
関
東
で
は
勤
務
作
成
時
に
は
「
連
続
勤
務
が
６
日
ま
で

（
急
遽
の
勤
務
変
更
で
最
大
８
日
ま
で
）」
と
改
善
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
バ
ス
業
界
全
体
を
見
て
も
乗
務

員
の
労
働
環
境
・
労
働
条
件
は
社
会
的
な
背
景
か
ら
、
少
し

ず
つ
で
す
が
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
バ

ス
業
界
全
体
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
バ
ス
を
運
行

す
る
乗
務
員
の
み
に
偏
っ
た
対
策
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に

経
営
側
の
姿
勢
が
強
く
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

車
両
整
備
士
が
い
て
、バ
ス
は
安
全
に
運
行
で
き
る
！

　

現
在
、
積
算
走
行
距
離
の
一
番
長
い
バ
ス
車
両
は
３
４
０

万
キ
ロ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
全
国
へ
走
り
続
け
て
い

る
高
速
バ
ス
の
安
全
を
支
え
て
い
る
の
は
「
車
両
整
備
士
」

の
皆
さ
ん
で
す
。
し
か
し
、
人
員
不
足
と
労
働
実
態
の
酷
さ

搬送のイメージ
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は
深
刻
な
状
態
で
あ
り
、
あ
と
数
年
で
バ
ス
の
車
両
整
備
は

崩
壊
す
る
事
態
を
迎
え
て
い
ま
す
。

⑴　

車
両
整
備
士
の
過
酷
な
労
働
実
態
！

　

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東 
東
京
支
店
で
は
約
１
５
０
台
の
車
両
を

保
有
し
、
全
国
の
高
速
バ
ス
が
集
中
す
る
中
で
日
々
車
両
の

整
備
・
保
守
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
定
期
検

査
、
シ
ー
ト
の
取
り
替
え
、
エ
ン
ジ
ン
・
ク
ラ
ッ
チ
・
ブ
レ

ー
キ
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
、
全
面
塗
装
や
広
告
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、

溶
接
な
ど
の
作
業
を
８
名
体
制
で
行
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に

人
員
不
足
に
よ
る
労
働
密
度
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
時
間
は
、
９
時
か
ら
17
時
30
分
ま
で
の
日
勤
業
務
の

他
、
泊
ま
り
勤
務
は
同
じ
く
９
時
か
ら
始
ま
り
、
途
中
で
休

憩
を
挟
み
つ
つ
23
時
30
分
ま
で
の
勤
務
に
就
き
ま
す
。
そ
し

て
翌
朝
６
時
か
ら
９
時
30

分
ま
で
の
勤
務
形
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
過

酷
な
労
働
実
態
に
強
い
ら

れ
て
い
る
の
は
18
時
か
ら

翌
朝
の
９
時
ま
で
は
、
全

て
の
対
応
を
一
人
で
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

高
速
バ
ス
は
、
夕
方
に

な
る
と
夜
行
高
速
バ
ス
と

な
っ
て
出
発
し
て
い
き
ま

す
。
出
発
前
点
検
時
の
不

具
合
対
応
、
走
行
中
の
バ

ス
か
ら
の
電
話
に
よ
る
対

応
も
あ
り
、
状
況
に
応
じ

て
故
障
現
場
へ
駆
け
つ
け

て
現
地
で
修
理
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
23
時

頃
に
東
京
支
店
に
到
着
し

た
バ
ス
が
翌
朝
５
時
に
出

発
し
て
い
く
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
修
理
依
頼
が
あ

れ
ば
対
応
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
な
り
ま
す
。
以

前
は
、
深
夜
の
休
憩
時
間

帯
に
緊
急
事
態
が
発
生
し
、

静
岡
県
の
足
柄
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ま
で
駆
け
つ
け
て
対
応
し

早
朝
に
戻
っ
て
き
た
事
象
も
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
東

京
支
店
に
車
両
整
備
士
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
日
々
発
生
し
て
い
る
中
で
、
東
京
支

店
の
泊
ま
り
勤
務
時
で
は
あ
ら
ゆ
る
緊
急
事
態
に
一
人
で
対

応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
十
分
な
休
憩
時
間
が

確
保
さ
れ
た
労
働
環
境
に
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

⑵　

技
術
力
に
対
し
て
の
評
価
が
低
す
ぎ
る
！

　

東
京
支
店
で
は
、
構
内
・
走
行
中
の
あ
ら
ゆ
る
車
両
ト
ラ

ブ
ル
に
対
応
し
て
お
り
、
経
験
を
積
む
こ
と
で
そ
の
作
業
の

幅
と
対
応
能
力
が
身
に
つ
き
、
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
車
両

整
備
士
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
作
業
と
経
験
に
対

し
て
の
会
社
か
ら
の
評
価
は
、
乗
務
員
・
他
の
バ
ス
会
社
と

比
較
し
て
も
大
き
な
差
が
あ
り
、
職
責
の
重
さ
が
重
要
視
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
車
両
整
備
士
の
手
当
の
問
題
で
す
。
現
在
、

自
動
車
整
備
士
手
当
は
、
新
制
度
導
入
以
降
の
２
級
で
３
０

０
０
円
、
旧
制
度
で
２
０
０
０
円
の
手
当
が
つ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
動
車
整
備
主
任
者
は
、
新
制
度
で
５
０
０
０
円
、

旧
制
度
で
４
０
０
０
円
の
手
当
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
そ
も
そ
も
同
じ
車
両
整
備
士
の
仕

事
を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
賃
金
制
度
よ
っ
て
手
当
に

違
い
が
出
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
自
動
車
整
備
士
手

当
に
い
た
っ
て
は
、
大
手

の
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
１
６
０

０
０
円
と
比
べ
て
も
歴
然

と
し
た
差
が
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
雇
用
形

態
の
問
題
で
す
。
現
在
バ

ス
業
界
全
体
で
車
両
整
備

士
の
人
員
不
足
は
深
刻
で

す
。
首
都
圏
か
ら
成
田
空

港
・
羽
田
空
港
ま
で
運
行

す
る
東
京
空
港
交
通
会
社

（
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
）
で
は
、

以
前
は
契
約
社
員
で
採
用

し
た
後
に
、
一
定
期
間
を

経
て
正
社
員
採
用
で
し
た

が
、
現
在
は
入
社
時
か
ら

正
社
員
採
用
の
雇
用
形
態
を
始
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
関
東
で
は
「
契
約
社
員
で
採
用
後
に
勤
務
年
数
等
を

考
慮
の
上
、
正
社
員
登
用
制
度
あ
り
」
の
雇
用
形
態
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
以
前
の
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
の
採
用
情
報
に
は

「
整
備
士
採
用
、
入
社
３
年
目
の
年
収
例
４
３
０
万
円
」
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
入
社
３
年
目
で
４
３
０
万
円
を

超
え
て
い
る
人
は
い
な
く
、
む
し
ろ
４
０
０
万
円
を
下
回
っ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
職
場
か
ら

は「
詐
欺
だ
」と
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
泊
ま
り
手
当
は
１
０
０
０
円
で
す
が
、
現
在
は
大

型
２
種
免
許
（
バ
ス
免
許
）
を
取
得
し
て
い
な
い
と
泊
ま
り

勤
務
に
就
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
大
型
２
種
免

許
取
得
に
は
約
50
万
円
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
50
万
円

を
払
っ
て
泊
ま
り
勤
務
の
リ
ス
ク
を
考
え
た
時
に
、
決
し
て

適
正
な
評
価
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

⑶　

こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
！

　

東
京
を
起
点
に
し
て
全
国
各
地
へ
「
ツ
バ
メ
マ
ー
ク
」
の

Ｊ
Ｒ
バ
ス
が
走
り
抜
け
て
い
ま
す
。
そ
の
運
行
を
下
支
え
し

て
い
る
車
両
整
備
の
仲
間
は
、
大
型
バ
ス
を
整
備
す
る
こ
と

に
希
望
を
持
っ
て
入
社
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
十
年

の
経
験
を
積
み
あ
ら
ゆ
る
作
業
に
精
通
す
る
ベ
テ
ラ
ン
は
、

特
殊
な
技
術
力
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
経
験
値
に
対
し

て
適
正
な
評
価
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
退
職
す
る
人

が
後
を
絶
た
ず
、
こ
こ
２
～
３
年
で
東
京
支
店
で
は
、
４
名

の
組
合
員
が
退
職
し
て
い
ま
す
。
他
の
バ
ス
会
社
で
は
人
材

確
保
に
向
け
て
、
会
社
説
明
会
の
開
催
や
、
自
動
車
整
備

専
門
学
校
を
回
っ
た
り
と
、
積
極
的
な
採
用
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
い
く
ら
日
本
最
大
の
高
速
バ
ス
会
社
と
い
え
ど
も
、

車
両
整
備
士
へ
の
待
遇
と
評
価
、
期
待
度
に
表
わ
れ
る
姿
勢

を
変
え
な
い
限
り
、
人
材
流
出
に
歯
止
め
が
効
か
ず
、
枯
渇

し
て
い
き
ま
す
。

問
わ
れ
て
い
る
経
営
姿
勢
！�

�

バ
ス
職
場
の
未
来
を
全
組
合
員
で
切
り
拓
こ
う
！

　

２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
世
界
各
地
か
ら
多
く
の
選
手
と
観
光
客
が

訪
れ
、
バ
ス
の
需
要
度
は
今
以
上
に
増
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
か
ら
各
競
技
会
場
へ
の
選
手
の

輸
送
は
バ
ス
を
中
心
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
２
０

２
０
年
夏
の
バ
ス
は
フ
ル
稼
働
の
状
態
で
す
。

　

バ
ス
と
言
え
ば
乗
務
員
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。
一
方
で
乗

務
員
が
安
全
に
バ
ス
輸
送
を
行
う
た
め
に
は
、
車
両
整
備
士

の
存
在
抜
き
に
は
で
き
な
い
こ
と
を
経
営
幹
部
は
認
識
す
る

べ
き
で
す
。
外
に
見
え
る
箇
所
は
す
ぐ
に
改
善
し
ま
す
が
、

外
に
見
え
な
い
劣
悪
な
環
境
は
改
善
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
続
け

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
車
両
整
備
士
の
人
員
不
足
と
過
酷
な
労
働
、

作
業
の
重
要
性
に
対
し
て
の
会
社
の
評
価
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
、
バ
ス
輸
送
の
展
望
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
東
京
地
本
は
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
で
働
く
仲
間
と
共
に
、

車
両
職
場
の
待
遇
改
善
と
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
構
築
を

め
ざ
し
て
た
た
か
い
ま
す
。

 

  

休憩時間帯ですが、トラブルが
あれば現地派遣の対応がある。
その間東京支店は誰もいない。

18時から翌日の９時まで
全て一人で対応

業 務休 憩

9：00 12：00 13：00 17：30

17：00 18：00 23：30 6：00 9：30

日勤勤務

泊まり勤務

旧制度 新制度

自動車整備士手当２級 2000 円 3000 円

自動車整備主任者 4000 円 5000 円

賃金制度によって手当に違いが発生！


